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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
は
、
今
年
で

創
立
42
年
目
の
お
正
月
を
迎
え
ま
し
た
。

昨
年
は
松
戸
駅
に
隣
接
し
て
「
み
ら
い
」
を

オ
ー
プ
ン
し
、
グ
ル
ー
プ
の
仲
間
が
一
つ
増
え

ま
し
た
。
個
室
透
析
は
６
月
か
ら
、
外
来
は

11
月
か
ら
開
始
し
ま
し
た
が
、
患
者
さ
ん
の

評
判
は
上
々
の
よ
う
で
す
。
私
も
禁
煙
外
来

を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
タ
バ
コ
を
や
め
た

い
方
は
ぜ
ひ
一
度
お
い
で
く
だ
さ
い
。 

 

昨
年
末
の
写
真
展
に
は
多
数
の
皆
さ
ん
に

応
募
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
患
者
さ
ん
、
職
員
の
区
別
を
せ
ず

に
選
考
し
ま
し
た
が
、
入
賞
さ
れ
た
の
は 

患
者
さ
ん
１
名
、
職
員
４
名
で
し
た
。 

 

東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
病
院
で
は
７
つ
の
サ
テ
ラ

イ
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
の
連
携
を
一
層
密
に
し

て
重
症
化
の
予
防
、
快
適
な
療
養
生
活
を

送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
透
析
早
期
か
ら
の

療
養
指
導
に
も
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す

と
共
に
、
本
年
度
か
ら
我
孫
子
を
は
じ
め
と

し
て
、
通
院
困
難
な
患
者
さ
ん
の
送
迎
を
始

め
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
本
年
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
病
院 

院
長 

東 

仲
宣  

         

２
０
１
５
年
は
２
０
０
０
年
か
ら
数
え
15

年
目
に
な
る
節
目
の
年
で
あ
る
が
、
国
内
で

は
高
齢
化
、
少
子
化
、
人
口
の
減
少
、
そ
れ
に

伴
う
消
費
税
の
問
題
、
景
気
回
復
の
減
速
、

格
差
社
会
と
大
き
な
問
題
を
か
か
え
て
い

る
。
そ
れ
に
加
え
、
こ
こ
数
年
顕
著
に
な
っ
た

地
震
、
火
山
の
噴
火
、
集
中
豪
雨
や
突
風
被

害
が
後
を
絶
た
な
い
。
火
山
活
動
に
よ
っ
て

新
春
に
よ
せ
て 

二
〇
一
五
年 
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形
成
さ
れ
た
美
し
い
自
然
や
山
々
、
湖
、
多

く
の
温
泉
な
ど
の
恩
恵
に
浴
し
て
い
る
日
本

人
に
と
っ
て
自
然
災
害
の
脅
威
は
と
も
す
る

と
忘
れ
が
ち
に
な
り
や
す
い
の
は
仕
方
が
な

い
の
か
も
知
れ
な
い
。 

      

昨
年
発
表
さ
れ
た
向
う
１
０
０
年
の
間

に
、
日
本
列
島
の
ど
こ
か
で
大
き
な
火
山
爆

発
が
起
こ
る
確
率
が
お
よ
そ
１
％
だ
と
い
う

報
道
は
、
か
な
り
の
確
率
だ
と
み
る
一
方
、

起
こ
る
確
率
が
低
い
と
い
う
見
方
も
あ
る
の

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
１
７
０
７
年
（
宝
永
４
年
）

に
は
富
士
山
が
宝
永
の
大
噴
火
を
起
こ
し
、

多
く
の
火
山
灰
を
噴
出
し
、
江
戸
市
中
に 

た
く
さ
ん
の
火
山
灰
を
降
ら
せ
た
と
い
う
。

そ
し
て
長
期
間
、
空
が
暗
く
な
り
、
畑
の
作

物
に
多
大
に
被
害
を
も
た
ら
し
た
と
い
う

記
述
が
あ
る
。
そ
れ
以
降
、
明
治
、
大
正
、
昭

和
初
期
に
か
け
て
噴
気
活
動
や
温
度
の
上

昇
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
１
９
６
０
年
代
以
降

は
目
立
っ
た
動
き
は
な
い
が
、ま
だ
ま
だ
富
士

山
は
現
在
も
息
づ
い
て
い
る
活
火
山
だ
と
い

う
認
識
を
持
つ
必
要
が
あ
ろ
う
。 

 

今
後
、
ど
ん
な
に
技
術
革
新
が
あ
っ
て
も

自
然
の
巨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
ろ
う
と
想
像
に
難

く
な
い
以
上
、自
然
に
寄
り
添
い
、さ
さ
や
か

に
生
き
て
い
く
謙
虚
さ
を
持
ち
続
け
、
土
地

の
乱
開
発
や
自
然
破
壊
を
人
為
的
に
行
う

こ
と
は
是
非
と
も
避
け
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
の
が
大
方
の
国
民
の
願
い
で
あ
ろ
う
。 

  

さ
て
東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
病
院
は
創
立
40
年

を
過
ぎ
、
世
代
交
代
も
進
む
中
、
病
院
の
機

能
の
再
検
討
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
高
齢
化

に
伴
う
、
老
々
介
護
、
独
居
老
人
の
増
加
、 

認
知
症
を
伴
う
疾
病
の
増
加
な
ど
、
こ
れ
ら

の
困
難
な
問
題
に
対
し
て
、
高
齢
者
の
救
急

患
者
の
受
け
入
れ
や
、
在
宅
訪
問
診
療
の 

検
討
、
包
括
ケ
ア
や
療
養
病
床
へ
の
転
換
も

考
慮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん

透
析
医
療
に
代
表
さ
れ
る
腎
不
全
医
療
に

対
し
て
も
力
を
い
れ
、
質
の
高
い
医
療
レ
ベ
ル

を
維
持
し
つ
つ
、
患
者
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
医
療
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 

 

医
療
技
術
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、
世

界
に
類
を
み
な
い
未
曾
有
の
高
齢
化
社
会

を
み
ん
な
で
手
を
携
え
て
生
き
て
い
く
た
め

に
、
心
の
通
う
医
療
を
す
べ
て
の
職
種
が 

一
丸
と
な
り
成
し
遂
げ
て
い
く
覚
悟
で
す
。

ぜ
ひ
皆
様
方
も
一
緒
に
な
っ
て
こ
の
難
関
を

切
り
抜
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

今
年
１
年
が
皆
様
に
と
っ
て
ご
多
幸
な
年

で
あ
る
こ
と
を
祈
念
し
て
新
年
の
挨
拶
に
代

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。  
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は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

当
院
は
40
年
以
上
透
析
医
療
を
中
心
に

研
鑽
を
つ
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
経
験
豊
富

な
医
師
や
看
護
師
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
も
多
数

揃
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
透
析
患
者

様
に
信
頼
さ
れ
続
け
る
よ
う
努
力
し
て
ゆ

く
所
存
で
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。  

       

東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
病
院 

副
院
長 

秋
山 

和
宏 

       

平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
（
日
常
生
活
に
制

限
の
な
い
期
間
）
の
差
は
、
男
性
９
．
１
３
年
、

女
性
１
２
．
６
８
年
で
す
（平
成
22
年
）。
こ
の

東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
病
院 

副
院
長 

内
野 

敬 
        

謹
ん
で
年
始
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

旧
年
は
大
雨
や
台
風
、
御
嶽
山
の
噴
火
な

ど
自
然
災
害
の
多
い
年
で
し
た
。 

 

我
々
の
住
む
自
然
環
境
に
は
思
い
が
け
な

い
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
が
、
自
分
自
身
の
体

に
も
自
分
で
意
識
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
思
い

が
け
な
い
病
態
が
発
生
し
ま
す
。
健
康
ブ
ー

ム
の
昨
今
で
す
が
、
視
聴
率
稼
ぎ
が
目
的
で

テ
レ
ビ
番
組
を
通
し
て
様
々
な
健
康
食
品
、

病
気
の
情
報
が
あ
ふ
れ
る
状
況
で
す
。
興
味

を
引
く
た
め
に
必
要
以
上
に
病
気
の
恐
怖

を
誇
張
す
る
向
き
も
あ
り
ま
す
。健
康
に
注

意
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
良
い
こ
と
で
す
が
、

過
剰
な
情
報
は
混
乱
を
招
く
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
や
は
り
病
気
に
関
し
て
は
経
験
豊
富

な
医
師
の
適
切
な
診
断
・治
療
に
勝
る
も
の

約
10
年
間
に
様
々
な
問
題
が
包
含
さ
れ
ま

す
が
、私
は
「
人
生
ラ
ス
ト
10
年
問
題
」と
名

付
け
、
そ
の
対
応
策
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
医
療
は
疾
病
対
策
が
主
軸
で
し
た

が
、
「
人
生
ラ
ス
ト
10
年
」
に
焦
点
を
当
て
る

と
違
っ
た
切
り
口
が
見
え
て
き
ま
す
。
こ
の

期
間
に
は
、①
歩
け
な
く
な
る
と
き
、②
食
べ

ら
れ
な
く
な
る
と
き
、
③
認
知
で
き
な
く
な

る
と
き
の
３
つ
の
節
目
が
あ
り
ま
す
。
詳
細

は
省
き
ま
す
が
、サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
（加
齢
に
伴
う

筋
肉
減
少
症
）が
そ
れ
ら
の
主
因
で
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
筋
肉
が
未
病
、
闘

病
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で

す
。
筋
肉
は
各
自
が
努
力
し
て
増
や
さ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
患
者
参
加
型
の
ス
タ
イ

ル
が
必
要
で
す
。 

 

メ
デ
ィ
カ
ル
・ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
倶
楽
部
は
そ

の
一
環
で
、
患
者
参
加
型
の
チ
ー
ム
医
療
と

い
え
ま
す
。
私
の
新
年
の
抱
負
は
、
こ
の
患
者

参
加
型
チ
ー
ム
医
療
の
推
進
で
す
。
ご
参

加
、
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。  
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２
０
１
４
年
11
月
５
日
よ
り
、
東
葛
ク
リ

ニ
ッ
ク
み
ら
い
の
２
階
で
、
外
来
診
療
を
開
始

し
ま
し
た
。
現
在
は
水
曜
日
（
午
前
）、
木
曜

日
（午
前
）、
土
曜
日
（午
前
・午
後
）
の
み
の

診
療
で
す
が
、
３
月
か
ら
は
診
療
日
を
増
や

す
予
定
で
す
。 

 

東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
み
ら
い
は
松
戸
駅
西
口

か
ら
徒
歩
３
分
で
す
。
お
近
く
の
方
は
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

曜日 診療科 担当医 午前 午後 

水 内科 藤田 省吾 ○  

木 内科・消化器内科 深沢 雄一 ○  

心療内科※ 木村 和正 ○ ○ 

禁煙外来 小田 清一 ○  
土  

【外来担当医予定表】 

診療時間 午前   9：00～12：00（受付時間8：30～） 

       午後 13：30～17：00（受付時間13：00～） 

※ 心療内科は完全予約制です。 

※ お薬は院外処方となっております。 

東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
み
ら
い 

 
 

千
葉
県
松
戸
市
本
町
21
番
地
２ 

 
 

 

綜
合
都
市
第
３
ビ
ル 

 
 

 
 

 

電
話 

０
４
７
（３
６
６
）
６
１
５
０ 

松
戸
駅
か
ら
３
分
!! 

東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
み
ら
い
で 

外
来
が
は
じ
ま
り
ま
し
た 

東葛クリニックみらい外観 

(松戸駅西口より徒歩3分） 

「一般外来待合」 

木目とグリーンを 

基調にした落ち着

いた雰囲気の待

合です。 

「受付の様子」 

受付は2階にあり

ま す。エ レ ベ ー

ターで2階にお上

がりください。 

周
辺
地
図 
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 冬は特にご注意！  

“ノロウイルス” による食中毒  

 ノロウイルスによる感染性胃腸炎や食中毒は、一年を通して発生していますが、特に冬季に

流行します。 

 ノロウイルスは手指や食品などを介して、経口で感染し、ヒトの腸管で増殖し、おう吐、下痢、腹

痛などを起こします。健康な方は軽症で回復しますが、子どもや高齢者などでは重症化したり、

吐物を誤って気道に詰まらせて死亡することがあります。  

＜潜伏期間・症状＞ 

◆ 感染から発症まで24～48時間 

◆ 吐き気、おう吐、下痢、腹痛、微熱が1～2

日続く 

◆ 感染しても症状のない場合や、軽い風

邪のような症状のこともある。 

◆ 乳幼児や高齢者は、吐物を吸い込むこ

とによる肺炎や窒息にも要注意。   

＜感染経路＞ 

◆ 感染した人の調理などにより汚染された

食品 

◆ ウイルスに汚染され、加熱不十分な二枚

貝など 

◆ 患者のふん便や吐物からの二次感染 

◆ 家庭や施設内などでの飛沫などによる

感染   

＜診断＞ 

 通常の場合、症状や周囲の感染状況等から、総合的にノロウイルスを原因と推定して診療が

なされます。  

＜治療＞ 

 ノロウイルスについてはワクチンがなく、治療は輸液などの対症療法に限られます。 

 体力の弱い乳幼児・高齢者は、脱水症状を起こしたり、体力を消耗したりしないように、水分と

栄養の補給を充分に行いましょう。脱水症状がひどい場合には病院で輸液を行うなどの治療

が必要になります。 

 下痢止め薬は、病気の回復を遅らせることがあるので使用しないことが望ましいでしょう。 

 いずれにしても、早めの病院受診をおすすめいたします。  

＜予防・対策＞ 

◆ 食事前やトイレの後などには、必ず手を洗いましょう。 

◆ 下痢やおう吐等の症状がある方は、食品を直接取り扱う作業をしない

ようにしましょう。 

◆ 特に、子どもや高齢者などの抵抗力の弱い方では、加熱が必要な食品

は中心部までしっかり加熱して食べましょう。 

   また、調理器具等は使用後に洗浄、殺菌しましょう。  

【参考】厚生労働省ホームページ  

（看護部・谷口弘美（感染管理認定看護師）） 

食中毒は夏だけでは

ありません。ウイルス

による食中毒が冬に

多発しています！  
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インフルエンザワクチンは接種されましたか  

 医療のスペシャリスト

である評価調査者が、

実際に現場を訪問して

確認・評価します。 

病院機能評価の認定を更新しました 

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
す
る
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
12
月
～
３
月
が
流
行
の
ピ
ー
ク
で

す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る

と
、
人
に
よ
っ
て
は
重
症
化
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
た
め
、
早
め
の
対
策
が
必
要
で
、
そ
の

対
策
の
ひ
と
つ
が
予
防
接
種
で
す
。 

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
か

ら
効
果
が
あ
ら
わ
れ
る
ま
で
の
時
間
と
持

続
時
間
に
は
個
人
差
が
あ
り
、
一
般
的
に

接
種
後
２
週
間
目
頃
か
ら
、
５
ヶ
月
程
度
効

果
が
持
続
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
は
、
ウ
イ
ル
ス
感

染
後
に
発
病
す
る
可
能
性
を
低
く
す
る
と

と
も
に
、
発
病
し
た
場
合
は
重
症
化
を
防

止
し
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
以
外
に
も
感
染

症
の
予
防
に
は
、
「マ
ス
ク
の
装
着
」
「
外
出
後

の
う
が
い
や
手
洗
い
」
「
人
が
大
勢
集
ま
る
と

こ
ろ
へ
の
外
出
を
控
え
る
」な
ど
が
有
効
で

す
。 

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。 

［
予
約
受
付
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
］ 

 
 

℡ 

０
１
２
０
（
１
１
３
）
７
５
１ 

 

年
が
明
け
、
一
段
と
寒
く
な
り
ま
し
た
。

体
調
管
理
に
は
十
分
お
気
を
つ
け
下
さ
い
。  

 

東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
病
院
は
、２
０
１
４
年
９
月

に
病
院
機
能
評
価
を
受
審
し
、
認
定
が
更

新
さ
れ
ま
し
た
。 

 

病
院
機
能
評
価
は
、
第
三
者
評
価
機
関
で

あ
る
日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
が
、
「
病
院

が
適
切
な
医
療
を
提
供
し
て
る
か
」を
評
価

す
る
も
の
で
す
。
患
者
さ
ん
が
受
診
さ
れ
て

か
ら
退
院
さ
れ
る
ま
で
の
間
、安
心
・安
全
の

面
で
適
切
な
医
療
が
行
わ
れ
て
い
る
か
、
医

療
の
質
が
保
た
れ
て
い
る
か
な
ど
が
評
価
さ

れ
ま
す
。 

 

現
在
、
全
国
に
あ
る
病
院
の
う
ち
、
約
25

％
が
病
院
機
能
評
価
の
認
定
を
受
け
て
い

ま
す
。当
院
も
認
定
病
院
の
一
つ
で
、今
回
の

受
審
は
認
定
更
新
の
た
め
の
受
審
で
す
。 

 

今
回
、
多
く
の
項
目
で
よ
い
評
価
を
い
た
だ

き
、「患
者
さ
ん
と
診
療
情
報
を
共
有
し
、医

療
へ
の
患
者
さ
ん
の
参
加
を
促
進
し
て
い
る
」

「
多
職
種
が
協
働
し
て
患
者
さ
ん
の
診
察
・

ケ
ア
を
行
っ
て
い
る
」と
い
う
項
目
で
は
、
特

に
高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。ま
た
、各
評
価

項
目
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
コ
メ

ン
ト
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

 

今
回
い
た
だ
い
た
評
価
コ
メ
ン
ト
を
参
考

に
、
患
者
さ
ん
に
よ
り
良
い
医
療
が
提
供
で

き
る
よ
う
、
職
員
一
同
一
層
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。 
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講演会・勉強会のご案内 

 当院では、地域の方々と一緒に健康増進や病気の予防に取り組む勉強会を開催していま

す。身近でお役に立つテーマを取り上げていますので、ぜひ、ご参加ください。 

 参加費は無料です。 

日にち 時間 テーマ（講師） 

1月10日 

13：30－14：00 慢性腎臓病の治療法とその選択 （院長・東） 

14：10－14：40 
慢性腎臓病患者さんが利用できる医療福祉制度について 

（医療ソーシャルワーカー・西） 

2月21日  

13：30－14：00 介護保険制度のしくみと利用手順について（連携支援員・梅林） 

14：10－14：40 
住宅改修を行う時のポイント、車椅子や介護用品を体験しよう 

（ケアマネジャー・川口） 

2月28日  13：30－14：30 
［慢性腎臓病食教室］ 

 エネルギー不足は天敵！あなたに必要なカロリーは？（管理栄養士・小川） 

13：30－14：30 
ASO（下肢閉塞性動脈硬化症）ってどんな病気？ 

（血管外科医師・佐々木） 

14：10－14：40 足を守る爪の切り方やケアのポイント （創傷ケアセンター・看護師・尾崎） 

3月14日 

＜さわやか健康広場のご案内＞ 

［会場］ 東葛クリニック病院 会議棟 （受付 13：00～） 

※参加を希望される方は、お手数ですが前日までにご連絡ください 

  ＜申込み連絡先＞ 医療福祉連携支援部 ℡ ０４７－３６４－５１２１（代表） 

 
 

お
知
ら
せ 

 

２
０
１
４
年
11
月
、
東
葛
ク
リ
ニ
ッ

ク
病
院
別
館
の
向
か
い
（江
戸
川 

土
手
方
面
）に
、「会
議
棟
」を
建
設
い

た
し
ま
し
た
。 

 

さ
わ
や
か
健
康
広
場
等
の
勉
強
会

や
患
者
会
は
会
議
棟
で
の
開
催
と

な
り
ま
す
。 

会議棟 

管理棟 

東葛クリニック病

院別館 

東葛クリニック病院 

太郎公園 

江戸川 

 

会議棟の外観 
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海外から医療従事者を迎えて 

 2014年11月3日から7日にかけて、フィリピンの看護師3名が日本における透析医療について

学ぶため来院し、当院で研修を行いました。 

＜当院の理念＞ 

其 接 也 以 恕 （その接
せっ

するや恕
じ ょ

をもってし） 

其 治 也 以 協 （その治
ち

するや協
きょう

をもってす） 
  

 私たちは、相手の立場に立った思いやりの心である恕の精神で人に

接し、専門性を超えたコミュニケーションを尊重する協の精神でチーム

医療を推進し、これがもたらす最適医療の成果を患者さんに提供する

ことを誓います。 

臨床工学技士に質問中。フィリ

ピンでは看護師が中心に治療

を行います。 

透析で使用する針についての

講義。日本はフィリピンより、針

の種類が多いそうです。 

フィリピンではあまり行われな

い、狭くなった血管を広げる手

術を見学していただきました。 

当院看護師と、看護師としての

考え方などについて意見交換

を行いました。 

フットケアの実習。実際にお互

いの足を利用し、フットケアの

方法を体験しました。 

研修の合間を縫って、当院の

看護部長・山賀と記念撮影。 

 今回の研修は、経済産業省の平成26年度医療機器・サービス国際化推進事業（海外展開の事業性評

価に向けた実証調査事業）に採択された「サウジアラビア透析センター設立プロジェクト」の活動の一つ

です。 



10 

 

  ～中学生の職場見学～ 

ようこそ！東葛クリニック病院へ 

 

２
０
１
４
年
10
月
16
日
に
第
１

回
介
護
・
医
療
合
同
透
析
勉
強
会

を
東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
み
ら
い
で
開
催

し
ま
し
た
。 

 

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
並
び
に
介
護

保
険
事
業
者
の
皆
さ
ま
に
ご
参

加
い
た
だ
き
、
「
腎
臓
の
仕
組
み
と

血
液
透
析
の
基
礎
」
（
講
師
・
透
析

看
護
認
定
看
護
師
・喜
瀬
は
る
み
）

と
題
し
た
講
演
を
行
い
ま
し
た
。 

 

医
療
ス
タ
ッ
フ
、
介
護
ス
タ
ッ
フ
が

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
活
か
し
て

患
者
さ
ん
を
支
え
、
よ
り
よ
い
医

療
環
境
、
介
護
環
境
を
提
供
し
て

い
け
る
よ
う
、
今
後
も
合
同
勉
強

会
を
開
催
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

（
医
療
福
祉
連
携
支
援
部 

梅
林 

剛
）  

介
護
・
医
療 

 

合
同
透
析
勉
強
会
を 

 
 

 
 

開
催
致
し
ま
し
た 

 
 

 
 東葛クリニック病院では、近隣の小学校や中学校の依頼により職場見学を受け入れていま

す。2014年11月には柏市立柏中学校から4名、松戸市立河原塚中学校から2名の生徒の皆さ

んが来院しました。院内の見学とともにいろいろな体験をしていただきましたので、その様子を

ご紹介します。 

CT装置を間近で体感しました。 手洗いチェッカーで手洗い確認。

意外に洗い残しがあり、びっくり。 
職員だけでなく、患者さんとも 

コミュニケーション。 

ストレッチャーの使い方を学びまし

た。 

AEDを体験。心臓マッサー

ジにも挑戦しました。 

車イスでの移動の大変さを実感

しました。 
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   秋の文化祭 ～百  花  繚  乱～ 開催 

 2014年10月26日に東葛クリニックみらい6階のホールでイベント「秋の文化祭」を開催しまし

た。 「秋の文化祭」は東葛クリニックグループでの初めての試みで、患者さん・地域の皆さんに当

院をより身近に感じていただけることを願って企画したイベントです。作品展示・発表では、患者

さんや地域の方々など多くの皆さんにご参加・ご協力いただきました。また、当院のスタッフも演

者として参加し、皆さんと一緒に楽しみました。今回は、その中の一部をご紹介します。 

展示部門 

当日は大変多くの方

にご来場いただきまし

た。ご参加ありがとうご

ざいました。 

絵画 
（樋口正紀さん作） 

中部小学校児童 

作成の絵本 

発表部門 

D-factory 中部小学校吹奏楽部 

バルーンアート 
（池田薫さん作） 

 患者さんや地域の皆さん

から作品をご提供いただき

ました。 

 受付などもバルーンアート

で飾り付け、とても華やかな

雰囲気になりました。 

日下部先生 

       with レアレア 

電子ピアノと 

ウクレレ演奏 

Ｄ-ｆａｃｔｏｒｙ ヒップホップダンス 

フラサークル 

     マヌレレ 
フラダンス 

中部小学校 

    吹奏楽部 
吹奏楽演奏 

詩吟神風流匡風会
し ん ぷ う り ゅ う き ょ うふ う か い

 

 師範 西村之風 
詩吟 

専修大学 

  マジックサークル 
マジック 

Misspri with 

   T-内野バンド 
バンド演奏 

チーム名 演目 

プログラム 

専修大学 

マジックサークル Misspri With 

 T-内野バンド 

 バンド演奏からダンス、詩吟ま

で幅広い演目が集まりました。 
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季 節 の レ シ ピ 

 
<

作
り
方>

 
① 
長
ネ
ギ
を
み
じ
ん
切
り
に 

す
る
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

② 

タ
レ
の
調
味
料
を
合
わ
せ
、 

食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
切
っ
た

鶏
も
も
肉
を
タ
レ
に
10

～

20
分
ほ
ど
漬
け
込
ん
で
味
を

な
じ
ま
せ
る
。 

③ 

フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
ひ
き
、 

②
を
焼
く
。 

④ 

付
け
合
わ
せ
の
レ
タ
ス
を 

下
に
ひ
き
、
長
ネ
ギ
を
添
え
て

出
来
上
が
り
。 

 

と
う
が
ら
し
の
辛
み
成
分
で
あ

る
カ
プ
サ
イ
シ
ン
は
、中
枢
神
経
を

刺
激
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
を
促

進
さ
せ
る
た
め
、
肥
満
を
予
防
す

る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
殺
菌

作
用
や
健
胃
作
用
が
あ
る
こ
と

も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

朝
鮮
半
島
で
は
、と
う
が
ら
し
の

こ
と
を
「コ
チ
ュ
」と
い
っ
て
、
キ
ム
チ

な
ど
に
欠
か
せ
な
い
食
材
で
す
。 

コ
チ
ュ
ジ
ャ
ン
は
朝
鮮
半
島
で
発
達

し
た
辛
み
味
噌
の
こ
と
で
、
「コ

チ
ュ
」を
使
っ
た
調
味
料
の
一
つ
で

す
。 

 

今
回
は
コ
チ
ュ
ジ
ャ
ン
を
使
っ
た

「韓
国
風
レ
ッ
ド
チ
キ
ン
」を
ご
紹

介
し
ま
す
。 

 

寒
い
冬
に
、
体
の
温
ま
る
ピ
リ
辛

料
理
を
一
品
、
メ
ニ
ュ
ー
に
入
れ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？ 

韓
国
風 

レ
ッ
ド
チ
キ
ン 

        <材料> 1人分 

・鶏もも肉  100g    ・サラダ油  5g      

（タレ） 

・料理酒    4g    ・砂糖  1g 

・醤油  3g  ・ケチャップ 6g 

・コチュジャン  3g    ・長ネギ 5g 

（付け合わせ） 

・レタス  30g 

＜1人分の栄養成分＞ 

エネルギー 272kcal    たんぱく質 16.7g    食塩相当量 1.0g 

▣ 

さ
ら
に
辛
く
し
た
い
場
合
は
、 

タ
レ
の
コ
チ
ュ
ジ
ャ
ン
を
増
や
し
て

も
Ｏ
Ｋ
。 

▣ 

辛
い
の
が
苦
手
な
方
は
、
コ
チ
ュ

ジ
ャ
ン
の
量
を
減
ら
し
、
ケ
チ
ャ
ッ

プ
の
量
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
。 

▣ 

コ
チ
ュ
ジ
ャ
ン
は
、
唐
揚
げ
の
下
味

に
入
れ
て
も
美
味
し
く
食
べ
ら
れ

ま
す
。 

（栄
養
部 

 
 

管
理
栄
養
士
・小
川
晴
久
） 

（参考文献：栄養の基本がわかる図解事典） 
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東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
（
医

療
法
人
財
団
松
圓
会
）
の
各
施
設

で
透
析
治
療
を
さ
れ
て
い
る
患
者

さ
ん
と
職
員
の
親
睦
を
目
的
と

し
て
、
第
１
回
松
圓
会
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

第
１
回
の
テ
ー
マ
は
「
癒
し
」。 

当
法
人
理
事
長
を
含
む
職
員 

13
名
と
患
者
さ
ん
代
表
と
し
て

腎
友
会
（
透
析
患
者
会
）
・会
長
の

坂
上
教
夫
さ
ん
が
審
査
を
い
た
し

ま
し
た
。 

 

今
回
は
理
事
長
賞
を
受
賞
し
た

作
品
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

自
然
部
門
で
は
、
東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク

松
戸
で
透
析
治
療
を
受
け
ら
れ

て
い
る
高
槻
清
志
様
、
人
物
部
門

で
は
東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
病
院
・
医
事

部
の
外
山
千
尋
さ
ん
の
作
品
が

理
事
長
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。 

 

な
お
、
応
募
作
品
の
う
ち
、
理
事

長
賞
を
は
じ
め
と
し
た
優
秀
な
作

品
は
、
病
院
、
グ
ル
ー
プ
内
の
各
施

設
に
展
示
す
る
予
定
で
す
。  

東
葛
の
小
路
（
番
外
編
） 

理
事
長
賞
（
人
物
部
門
） 

 

「
バ
タ
ー
ビ
ー
ル 

 
 

 

で
ニ
ン
マ
リ
❤
」 

           

外
山
千
尋 

さ
ん 

理
事
長
賞
（
自
然
部
門
） 

 

「
愛
犬
ハ
ル
ち
ゃ
ん
」 

         
  

高
槻
清
志 

様 

作
品
コ
メ
ン
ト
「
い
な
い
、
い
な
い
、
バ
ア
」 

作
品
コ
メ
ン
ト
「
職
員
旅
行
で
バ
タ
ー

ビ
ー
ル
を
飲
ん
だ
後
輩

の
、
ニ
ン
マ
リ
顔
を
激
写

し
ま
し
た
」 

第１回松圓会写真コンテスト 受賞作発表！ 
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Ｑ
．
血
液
透
析
を
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た

き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

Ａ
．
最
初
は
高
血
圧
で
眼
底
出
血
に
な
り
、

眼
科
を
受
診
し
た
と
こ
ろ
腎
臓
が
原
因

と
言
わ
れ
、
大
学
病
院
を
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
腎
臓
が
７
％
し
か
機
能
し
て
お
ら

ず
、
す
ぐ
に
入
院
と
な
り
ま
し
た
。
血

液
透
析
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
、
医
師

か
ら
「こ
れ
は
治
ら
な
い
よ
！
一
生
！
」

と
言
わ
れ
た
こ
と
が
す
ご
く
シ
ョ
ッ
ク
で

し
た
。
私
は
建
設
会
社
の
自
社
研
究
棟

建
築
で
責
任
者
を
や
っ
て
い
ま
し
た
の
で

仕
事
に
お
い
て
も
大
変
で
し
た
。 

Ｑ
．
血
液
透
析
を
36
年
間
行
っ
て
き
て
一

番
大
変
だ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

教
え
て
く
だ
さ
い
。 

Ａ
．
一
番
辛
か
っ
た
こ
と
は
、
透
析
を
始
め

た
直
後
に
様
々
な
病
気
を
発
症
し
た
こ

と
で
す
。
最
初
は
首
の
リ
ン
パ
節
が
ウ
ズ

ラ
の
卵
大
に
腫
れ
ま
し
た
。
２
カ
月
間
大

学
病
院
に
精
査
入
院
を
し
ま
し
た
が
、

結
局
原
因
は
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

の
後
、
東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
現
・
東
葛
ク
リ

ニ
ッ
ク
病
院
）
を
受
診
す
る
と
「ち
ょ
っ
と

取
っ
て
み
よ
う
」と
言
わ
れ
、
リ
ン
パ
節
を

調
べ
て
み
る
と
結
核
菌
が
出
ま
し
た
。 

『大
学
病
院
で
は
最
高
の
医
療
が
で
き
て

も
２
ヶ
月
間
原
因
が
分
か
ら
な
か
っ
た
け

ど
、
こ
の
東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
す
ぐ
に

分
か
っ
た
。
も
し
か
し
て
こ
っ
ち
の
病
院
の

ほ
う
が
凄
い
の
か
な
』と
感
じ
ま
し
た
。 

そ
れ
か
ら
抗
菌
剤
を
半
年
ぐ
ら
い
飲
み

ま
し
た
が
、
そ
の
直
後
に
臓
器
の
複
合

感
染
に
罹
り
、
入
院
し
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
の
当
時
は
、
私
を
含
め
貧
血
の
患
者

が
多
く
、
輸
血
す
る
こ
と
で
貧
血
を
改

善
し
て
い
ま
し
た
。
輸
血
を
繰
り
返
す

う
ち
に
、
今
度
は
Ｃ
型
肝
炎
を
発
症
し
、

劇
症
肝
炎
に
罹
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

『
も
う
ダ
メ
か
。
１
年
も
つ
の
か
な
？
』と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
治
療
の
甲
斐
あ
っ

て
快
方
に
向
か
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

し
か
し
会
社
に
通
勤
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
頃
か
ら
、
尋
常
で
な
い
咳
が
出
始
め
、

ギ
ッ
ク
リ
腰
と
肋
骨
の
骨
折
を
発
症
し

て
し
ま
い
、
ホ
ー
ム
の
ベ
ン
チ
で
休
ま
な
い

と
会
社
に
辿
り
つ
け
ま
せ
ん
で
し
た
。 

     

あ
の
頃
の
東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
は
凄
い
情

熱
が
あ
っ
て
、
毎
回
の
透
析
で
各
種
検
査

を
行
っ
て
原
因
究
明
を
し
よ
う
と
し
て
い

『病院の情熱に助けられた！』 『病院の情熱に助けられた！』   

東葛クリニック新松戸 

東風谷 逸郎
 こ ち や    い つ ろ う

 さん （69歳） 

透析歴 36年  

透析・知っ得（しっとく）NEWSでは、透析患者さんへの情報を発信していきます 

知っ得 

NEWS 

透析 

 今回は、東葛クリニックグループで

長年透析治療を受けていらっしゃる

方にお話をお聞きしました。 
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ま
し
た
。
咳
の
発
症
か
ら
半
年
程
た
っ
た

頃
、
高
圧
蒸
気
滅
菌
の
ダ
イ
ア
ラ
イ
ザ

の
使
用
が
始
ま
る
と
咳
が
止
ま
り
ま
し

た
。
咳
の
原
因
は
、
エ
チ
レ
ン
オ
キ
サ
イ
ド

ガ
ス
（
Ｅ
Ｏ
Ｇ
）で
滅
菌
し
た
ダ
イ
ア
ラ
イ

ザ
で
Ｅ
Ｏ
Ｇ
ア
レ
ル
ギ
ー
だ
と
判
明
し
た

の
で
し
た
。 

半
年
間
続
い
た
咳
の
お
か
げ
で
、
咳
が
出

る
前
に
腰
を
丸
く
し
て
腰
に
負
担
が
か

か
ら
な
い
よ
う
な
条
件
反
射
が
と
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
！ 

Ｑ
．
こ
れ
ま
で
長
く
透
析
を
続
け
ら
れ
た
秘

訣
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

Ａ
．
秘
訣
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
透
析
を

始
め
た
大
学
病
院
で
は
と
に
か
く
『
栄

養
管
理
と
自
己
管
理
』と
言
わ
れ
、
食

品
成
分
表
を
買
わ
さ
れ
ま
し
た
。
管
理

栄
養
士
さ
ん
か
ら
『
１
食
２
７
０
ｇ
で
１

週
間
分
の
献
立
を
自
分
で
作
っ
て
く
だ

さ
い
』と
言
わ
れ
、
と
て
も
厳
し
か
っ
た
で

す
。 

と
こ
ろ
が
東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
来
た
ら
弁

当
だ
け
で
４
０
０
ｇ
も
あ
っ
て
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
『
あ
！
俺
、
田
舎
の
酷
い
病
院

に
来
ち
ゃ
っ
た
な
!?
』と
思
っ
た
け
ど
、

結
果
的
に
は
違
っ
て
い
ま
し
た
。
当
時
多

か
っ
た
貧
血
の
患
者
は
、
２
７
０
ｇ
で
は
栄

養
不
足
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
貧
血
改
善
や
体
力
を
付
け
る

た
め
の
栄
養
も
必
要
だ
っ
た
の
で
す
。
現

在
は
、
貧
血
の
薬
や
鉄
剤
な
ど
が
あ
る
の

で
管
理
さ
れ
た
栄
養
で
も
良
い
と
思
い
ま

す
。
私
は
透
析
を
始
め
て
か
ら
体
重
も

心
胸
比
も
あ
ま
り
変
動
し
て
い
な
い
と
思

い
ま
す
。
や
は
り
『栄
養
管
理
と
自
己
管

理
』が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

     Ｑ
．
腎
友
会
の
会
長
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
が

ご
苦
労
は
あ
り
ま
し
た
か
？ 

Ａ
．
腎
友
会
に
係
わ
っ
た
の
は
透
析
を
始
め

て
か
ら
10
年
目
、
会
長
に
就
任
し
た
の

は
20

年
目
で
し
た
。
東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク 

腎
友
会
は
８
か
所
の
施
設
の
患
者
で
一
つ

の
病
院
患
者
会
を
作
る
稀
有
な
形
態
を

と
っ
て
い
る
た
め
、
各
施
設
の
会
員
に 

一
体
感
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
の
情
報

共
有
や
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
会
員
の
参
加
を

心
が
け
て
き
た
つ
も
り
で
す
。 

幸
い
素
晴
ら
し
い
役
員
や
幹
事
、
積
極

的
な
会
員
に
恵
ま
れ
、
イ
ベ
ン
ト
に
は
多

 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

 

今
回
の
表
紙
に
は
平
成
26
年
度
、
新
卒

で
入
職
し
た
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
ス
タ
ッ
フ
９
名
に

登
場
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
新
た
な
年
に

ふ
さ
わ
し
い
、
さ
わ
や
か
な
雰
囲
気
が
皆

さ
ま
に
伝
わ
り
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。 

 

新
年
を
迎
え
、
気
持
ち
も
新
た
に
広
報

誌
の
編
集
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く 

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

（広
報
委
員
会 

総
務
部
・本
橋
和
子
） 

く
の
会
員
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
職
責

は
あ
る
程
度
果
た
せ
た
の
か
な
？
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

現
在
は
、
腎
友
会
の
役
員
を
離
れ
て
い

ま
す
が
、
医
療
環
境
が
厳
し
く
な
る
中

現
在
の
透
析
医
療
を
守
る
活
動
を
し
て

い
る
腎
友
会
の
役
員
の
方
々
へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（イ
ン
タ
ビ
ュ
ア 

 
 

 
 

 

東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
新
松
戸 

臨
床
工
学
部
・
池
田
太
寛
幸
） 

   

編 

集 

後 

記 
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日本医療機能評価機構認定病院 

医療法人財団松圓会  東葛クリニックグループ  

〒271-0067 松戸市樋野口865-2 電話 047-364-5121 

ホームページ www.tokatsu-clinic.jp  

東葛クリニック病院 外来診療のご案内 

  月 火 水 木 金 土 備考 

内科  
午前 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 
午後 ○ ○ ○  ○ ○ 

外科 午前 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 土曜日 第1、第2、第3のみ  

腎臓内科  
午前 ○ ○  ○  ○ 

午後診（土曜日） 第２、第３、第４のみ 
午後      ○ 

循環器内科 
午前    ○   

木曜日 診療時間９：３０～ 
午後  ○     

心療内科※ 
午前      ○ ※ 2014年12月より、東葛クリニックみらい

で診療を行っています。 午後      ○ 

整形外科 
午前      ○  午前診(土曜日)第2、第4のみ 

 午後診（土曜日） 14：30～ 午後      ○ 

泌尿器科 
午前      ○ 

土曜日 第1、第3、第5のみ 
午後 ○      

消化器外科 午前 ○   ○ ○   

呼吸器外科 午後      ○ 診療時間 １４：３０～１６：００ 

呼吸器内科 午前     ○   

血管外科(循環器外科) 午後   ○ ○    

血管外科（大動脈瘤外来） 午後     ○  金曜日 第3のみ 

専門外来のご案内 

  月 火 水 木 金 土 備考 

糖尿病外来 
午前 ○ ○ ○    

  
午後   ○    

アクセス外来 午前 ○ ○ ○ ○ ○ ○  午前診のみ 土曜日は第1、第2、第3のみ 

腎炎外来 午後  ○      午後診のみ 

乳腺外来 午前  ○      午前診のみ 

ペインクリニック 午後   ○     午後診のみ 

ストーマ外来 午後    ○    午後診・木曜日 第２、第４のみ 

腎不全外来 午前  ○   ○   金曜日 診療時間９：３０～１１：３０ 

創傷ケア 午後     ○   午後診のみ 診療時間 １３：３０～ 

フットケア外来 
午前      ○ 

 9:00～11:00  14:00～16:00 第2、第4のみ 
午後      ○ 

褥瘡外来 午後   ○     午後診のみ 診療時間 15:30～16:30 

内視鏡（上部） 午前 ○ ○ ○  ○ ○  土曜日 第3のみ 

内視鏡（下部） 午後  ○ ○  ○ ○  土曜日 第1、第3のみ 

〔受付時間〕 午前 ８：３０～１２：００  午後 １３：００～１６：３０ 

〔診療時間〕 午前 ９：００～       午後 １４：００～ 

外来診療予約電話 ＴＥＬ ０１２０－１１３－７５１ (受付時間 ８：３０～１７：００) 

※ 当院は予約制となっております。診察券をお持ちの方はお手元にご用意の上、お電話下さい。 

※ 日曜・祝日は休診です。諸事情により外来予定が変更になる場合があります。 

（2014年12月1日現在） 

発行 企画・編集 

 東葛ｸﾘﾆｯｸｸﾞﾙｰﾌﾟ 

 広報委員会 


